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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月23日(2016.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　かかる知見に基づいてなされた本発明は、マトリックスとなるエラストマー又は高分子
樹脂中に、二酸化チタンからなる針状の高誘電率誘電体と、セルロースからなる圧電性繊
維とが混合されている複合制振材料である。
　また、本発明は、マトリックスとなるエラストマー又は高分子樹脂中に、二酸化チタン
からなる針状の高誘電率誘電体と、セルロースからなる圧電性繊維と、無機材料からなる
扁平状のフィラーと、導電性微粒子とが混合されている複合制振材料である。
　本発明では、前記圧電性繊維が、セルロースファイバーからなる場合にも効果的である
。
　本発明では、前記セルロースファイバーのアスペクト比が２～１０である場合にも効果
的である。
　本発明では、前記二酸化チタンからなる針状の高誘電率誘電体の配合量が３重量％～７
重量％で、かつ、前記セルロースからなる圧電性繊維の配合量が４重量％～１０重量％で
ある場合にも効果的である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリックスとなるエラストマー又は高分子樹脂中に、二酸化チタンからなる針状の高
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誘電率誘電体と、セルロースからなる圧電性繊維とが混合されている複合制振材料。
【請求項２】
　マトリックスとなるエラストマー又は高分子樹脂中に、二酸化チタンからなる針状の高
誘電率誘電体と、セルロースからなる圧電性繊維と、無機材料からなる扁平状のフィラー
と、導電性微粒子とが混合されている複合制振材料。
【請求項３】
　前記圧電性繊維が、セルロースファイバーからなる請求項１又は２のいずれか１項記載
の複合制振材料。
【請求項４】
　前記セルロースファイバーのアスペクト比が２～１０である請求項３記載の複合制振材
料。
【請求項５】
　前記二酸化チタンからなる針状の高誘電率誘電体の配合量が３重量％～７重量％で、か
つ、前記セルロースからなる圧電性繊維の配合量が４重量％～１０重量％である請求項１
乃至４のいずれか１項記載の複合制振材料。
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